
5 月 15 日（水） FWN5 月例会

１．6 月ボランティア体験について

「第 2 回東北女性の手仕事物産展 どーんと東北！いわて・みやぎ・ふくしま」

企画者：大阪府男女共同参画推進財団 仁科あゆ美 氏

２．ＦＷＮについて

・今、ＦＷＮに感じていること

・ＦＷＮのいいところ・大切にしたいところ

・ＦＷＮを色（形）で表現すると？

・ＦＷＮでいっしょにしたいこと

・ビジネス・プライベートで今最も問題であると思われること

・その他、ご要望があれば何でも

３．活動計画について
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平成２５年度の活動計画（案）

テーマ：Be a Cat！ ～視点を変えて、しなやかに～

日時 担当 演題 内容

4 月 22 日(水)

18:30-21:00
役員 総会

総会：ワンポイントレッスン

24 年度報告、25 年度計画、その他

5 月 15 日(水)

18:30-21:00
役員 例会

(1)「第 2 回東北女性の手仕事物産展

どーんと東北！いわて・みやぎ・ふくしま」の説明について

(2)ＦＷＮってどんな会？

これからＦＷＮでなにがしたい？

(3)今後の活動計画について

6 月８日(土)

10:00-17:00
役員 ボランティア

ボランティア体験 「東北物産展」お手伝い

場所：ドーンセンター

6 月 役員 例会

(1)東北の女性との交流・ボランティアを経験して感じたこと

(2)同窓会（以前の会員の方に来ていただいて、FWN のお話を

聞く） 場所：未定 （候補：菊田さんのオリーブ）

7 月 役員 ビジネス 「ブランドづくりから商品開発・事業継承へ」 【案１】

8 月 役員 FWN ブランド検討・５年後の私（キャンプなど）

9 月 役員 FWN ブランドの確立（方針・ロゴ・キャッチフレーズなど）

10 月 役員 文化・芸術 まち歩き（日帰り） もしくは 旅行（一泊二日）【案２】

11 月

12 月

1 月 役員 新年会 着物を着て茶事 【案３】

2 月

3 月 役員 反省会 反省会

●今年一年の流れ

７月以降の内容は未定だが、流れとして、FWN のことを、過去の事も含め、できるだけ多くの人の意見を

聞き、FWN のブランドを確立し、今後の具体的な方針や目標などを定めていく。時間が必要なので、宿泊

や日帰りでも長時間の例会となることがある。
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【案１】

「ブランドづくりと事業継承～商品開発、そして私の人生」

候補：創業 200 年の老舗企業 「あみだ池大黒」の会長 小林 林之助 氏

【案２】

① 片寄 俊秀 先生（人間科学大学教授）とまち歩き

② アート旅行 瀬戸内国際芸術祭参加（10/5-11/4）/ 土井さん工場見学

【案３】

① 着物とゾンタクラブのお話 ／ 着物で茶事

候補：呉服店 代表取締役・大阪Ⅰゾンタクラブ副会長 大西治代 氏

【その他例会案】 普段やらない事をやろう！考えない事を考えてみよう！やったことないことに挑戦！

① コミュニケーションキャンプ（８，９月）

昼：イニシアティブゲーム（人間関係づくりプログラム）・アウトドアクッキング 他

夜：ＦＷＮブランディング、本音で語ろう、今の私、これからの私

場所：千刈キャンプ場（三田市） ※別紙参照 参加費：10,000～15,000 円

②ＦＷＮらしさを生かしたＦＷＮ企画商品を作ろう！（９月、１０月、１１月）

例）美しく見えるビジネスシャツの商品開発（協力：ドゥ・ワン・ソーイング）

③大変身パーティー？ （協力：三谷さん、黒川さん） （１１月、１２月）

④若者の考えていることを知ろう！新しい働き方、企業のあり方とは？

塩山 諒 氏 スマイル・スタイル代表

【分科会について】

iPad やＩＴだけでなく、ビジネスに直接役立つ講座を開催し、関心のある人がオープンで参加

・坂元さん 補助金の使い方

・山田さん 起業・商品登録について

・玉坪さん 労務関係 など

片寄俊秀 氏 １９３８年生。まちづくりプランナー。環境芸術家。工学博士、技術士。特定非営

利活動法人ほんまちラボまちづくり道場・道場主。シンクタンク花鳥風月のまちづくり研究所主宰。

京都大学工学部建築学科卒業。同大学院修了後、大阪府技師として千里ニュータウン開発事業等に従

事。また、６１年より、京大アフリカ類人猿学術調査隊員として、タンガニーカに出張。長崎総合科

学大学教授を経て、関西学院大学総合政策学部教授。現在、大阪人間科学大学人間科学部教授

1984 年生まれ。2007 年、社会的課題に向けたクリエイティブチーム「スマスタ」を結成。2008

年、法人化。テーマは「衝動クリエイト」。不登校・ひきこもりの自身の経験から駆り立てられる衝

動が常に動力となり、市民・企業・行政協働型の様々なソーシャルプロジェクトを手がけ、プロデュ

ーサーとして活躍。１００％民間が運営する理想のハローワーク「ハローライフ」を創設。


